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私は、代数や幾何を使い、数学の研究を理論物理と関連し

行ってきました。理論物理として例えば、超弦理論では長さ

を持てる弦を基本的な対象として考えます。超弦理論は、数

学や理論物理で盛んに研究されてきました。 

 

 もう少し詳しく述べます。まず、代数や幾何をより抽象的

な圏の言葉で捉える導来圏は重要です。例えば、不思議な数

の一致を物理的に予言したミラー対称性を、導来圏で研究

する Kontsevichの枠組みが盛んに研究されています。実際、

この枠組みで、理論物理学者の Douglasが、超弦理論で弦の

端点の成す膜の崩壊のモデルを、導来圏のΠ安定性として

提唱しました。更に、数学者の Bridgelandが導来圏の安定

性条件（以下、単に安定性条件）として、ある定式化を与え

ました。 

私は数学で、安定性条件に関連した研究行いました。特

に、[Okada, 06]は、幾何で根本的な空間である複素射影直

線の安定性条件を詳しく調べました。この論文は、安定性条

件の分野で最も基本的な文献の一つとなっています。他に、

[Okada-Mellit, 09]は Calabi-Yau曲面を調べ、数学や物理

で重要な Ramanujanの(mixed) mock modular formを導き

ました。 

現在は、安定性条件の研究でも重要な quantum 

dilogarithmを用いた研究を、統計力学での相転移現象や正

係数の多項式などにより、新たな観点から行っています。 
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１．中英語期から現代英語にかけての通時的語彙研究 

否定接頭辞付加派生語の中英語期から現代英語にかけて

の変遷を辿る。主に否定接頭辞 in-, un-, non-に注目し、

ゲルマン語系の語彙には通例 un-が付加されるのだが、ラテ

ン語系の in-や non-が付加されるようになった社会的要因

や言語学要因を探る。また、ラテン語系語彙にゲルマン語系

の un-が付加されるようになった要因を探っている。さらに、

異なる否定接頭辞が同一の語に付加されて派生されている

二重語（あるいは三重語）を列挙し、その使用頻度を調査し

ている。 

 
２．英語コーパス利用による頻度数調査 

イギリス英語のサンプル集 the British National Corpus

やアメリカ英語のサンプル集 the Corpus of Contemporary 

American Englishを使用し、上述のような二重語（あるいは

三重語）の現代英語における頻度調査を行っている。 

 
３．The Oxford English Dictionary 2nd edition (OED)利
用による過去の例文調査 

英語コーパスの頻度調査で調査対象とした二重語などを

OEDを利用して過去の例文調査を行っている。どのような時

期のどのような文献内で見られる語彙なのか、その当時の社

会的要因や言語学的要因を調査するための重要な資料とし

て、当資料を使用している。 
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